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概要 

2023 年 5 月、東京都多摩地区の住民の血液から、全国平均の 3.4 倍にあたる 29.3ng/mL のペルフルオロオ

クタンスルホン酸（PFOS
ピーフォス

）やペルフルオロオクタン酸（PFOA
ピーフォア

）などの有機フッ素化合物（以下、「PFOS・PFOA」）

が検出されたとの報道1があった。また、同年 12 月には WHO の IARC（国際がん研究機関）は、PFOA を 4 段階

の分類のうち最も高い「発がん性がある」に引き上げ、PFOS についても上位から 3番目の「発がん性がある

可能性がある」に分類した2。本レポートでは、注目度が高まりつつある PFOS・PFOA の国内における規制や土

壌・地下水汚染への対応について概説する。 
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1 東京新聞 TOKYO Web. 血液中の PFAS 濃度が全国平均の 3.4 倍,東京･多摩 7市の住民、水道水から摂取か, 2023 年 5 月

15 日, https://www.tokyo-np.co.jp/article/249985 (アクセス日:2024-01-19) 
2 NHK ニュース. 有害性指摘の PFAS 一部物質について発がん性評価引き上げ WHO，2023 年 12 月 5 日, 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20231205/k10014277891000.html (アクセス日:2024-01-19) 
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1. PFOS・PFOA とは 

PFOS は正式名を PerFluoroOctaneSulfonic acid（ペルフルオロオクタンスルホン酸）と言い、PFOA は

PerFluoroOctanoic Acid（ペルフルオロオクタン酸）と言う。図 1 に示すように、PFOS と PFOA は炭素（C）

とフッ素（F）が結合した有機フッ素化合物であり、この C-F 結合（フッ素樹脂）は化学的に安定している。

そのため、通常の環境下では分解され難いという特徴（難分解性）があり、「永遠の化学物質」（フォーエバ

ーケミカル）とも呼ばれている。 

  

図 1 PFOS(ペルフルオロオクタンスルホン酸)・PFOA ( ペルフルオロオクタン酸)の化学式3 

PFOS・PFOA には難分解性以外にも、撥水性、撥油性、耐熱性、薬品に対する耐久性が高いといった特性が

あり、表 1に示すさまざまな用途で利用されている。 

表 1 PFOS・PFOA のおもな用途4 

種類 用途 

PFOS 泡消火薬剤、半導体、金属メッキ、フォトマスク（半導体、

液晶ディスプレイ）、 写真フィルムなど 

PFOA 泡消火薬剤、繊維、電子基板、自動車、食品包装紙、石材、

フローリング、皮革、防護服などのコーティング剤 

PFOS・PFOA は、安定した物性（＝難分解性）によって耐久性が求められる製品の製造・普及に大きく貢献

したが、生物への蓄積性の高さが明らかになってきたことで、自然環境、生態系への影響が懸念され、人体

に対しても発がんリスクが認められたことで健康問題ともなっている。 

                              
3 厚生労働省. 職場のあんぜんサイト(安全データシート)：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/1763-23-

1.html、 https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/gmsds/335-67-1.html (アクセス日:2024-01-19)より引用(一部加筆） 
4 大阪府. 有機フッ素化合物（PFOA 等）, https://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/shidou/kanren.html (アクセ

ス日:2024-01-19)（一部加筆） 
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2. PFOS・PFOA の製品開発、健康被害、日本における環境汚染 

2.1. PFOS・PFOA の製品開発 

PFOS・PFOA に代表される有機フッ素化合物の開発は、「テフロン」の商標で知られるポリテトラフルオロエ

チレンの発明が起源とされる。1938 年に偶然発明されたこの物質は「高い耐久性」のため軍事機密扱いとな

るが、第二次世界大戦が終わると民生品への転用が始まる。この際、問題となったのが「テフロン」の固ま

りやすく成型し難い物性であり、これを解決するものとして 1947 年に PFOA が開発されている。固まりやす

いテフロンを乳化して、コーティング剤として利用しやすくしたことで、1950 年代以降、「焦げないフライパ

ン」など生活用品を中心に普及していく。一方、PFOS は 1953 年に新種のゴムを開発中に偶然発明されてい

る。撥水性、撥油性の高いこの物質は「スコッチガード」として商品化され、衣類、靴、カーペットなどの撥

水加工に利用された。PFOS と PFOA は、生活用品から金属加工5、電子部品製造（基板洗浄）、航空機製造（油

圧油の改善）など、さまざまな分野で利用されるようになり、2000 年の米国における製造量は PFOS が約 3,200

トン、PFOA が約 30 万トンに及んだと推定6されている。 

2.2. PFOS・PFOA による健康被害 

PFOS・PFOA の利用が拡大し、生産量が増大するとともに環境や人体への影響が懸念され始める。PFOA によ

る汚染は米国ウェストバージニア州パーカーズバーグの農場における異変（牛の死亡）から始まる。農場主

に依頼された弁護士は、PFOA を含む汚泥が隣接する廃棄場から農場内に流入したことが異変の原因であると

して、工場側が秘匿していた PFOA の持つ危険性（環境や生物への悪影響）を突きとめた。その後、集団訴訟

が起こされて 2001 年に和解に至ったが、PFOA による環境汚染が広く知られるきっかけ7となった。この事件

以降、PFOA による汚染に対する調査・研究が進むこととなり、2012 年には PFOA と「妊娠高血圧並びに妊娠

高血圧腎症」、「精巣がん」、「肝細胞がん」、「甲状腺疾患」、「潰瘍性大腸炎」、「高コレステロール症」との関

連性が認められることとなった。 

米軍は 1967 年に発生した艦上火災を契機に、PFOS などのフッ素化合物を含む泡消火剤 AFFF8を艦船や世界

中の基地に導入した。消火効果の高い泡消火剤の普及は、火災による被害の減少に貢献したが、1990 年代に

入ると AFFF が生態系や水質に悪影響を及ぼすおそれがあるとして、代替品への切り替えが検討される。しか

し、米軍による消火剤の置き換えはなかなか進まず、2015 年になってようやく開始されるが、その間に米軍

施設やその周辺の河川水や地下水をさらに汚染する結果となった。日本でも 1990 年代から沖縄県の嘉手納基

地、山口県の岩国基地などで AFFF が流出する事故9が発生している。なお、在日米軍司令部は、2023 年 6 月

15 日に国内の主な米軍基地において PFOS・PFOA を含まない泡消火剤への交換が完了したと発表10している。 

                              
5 金属めっきの前処理にて利用 
6 Phasing out a Problem. Perfluorooctyl Sulfonate (PFOS), “US Environmental Protection Agency, Talk at 

Naval Research Laboratory. August 3. 2000. (EPA and 3M NNOUNCE PHASE OUT OF PFOS) 
7 ロバート・ビロット,旦祐介(訳). 毒の水-PFAS 汚染に立ち向かったある弁護士の 20 年,花伝社, 2023 年, 424p, 

136p-142p, 388p-392p 
8 Aqueous Film Forming Foam（水成膜泡）の略 
9 ジョン・ミッチェル, 小泉昭夫, 島袋夏子, 阿部小涼(訳). 永遠の化学物質 水の PFAS 汚染, 岩波ブックレット, 

2020 年, 80p, 25p-26p 
10 朝日新聞デジタル. PFOS・PFOA 含む泡消火剤、主な在日米軍基地で交換完了. 2023 年 6 月 16 日,  

https://www.asahi.com/articles/ASR6J5TRFR6JULBH00G.html (アクセス日:2024-01-19) 
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2.3. 国内における環境汚染 

前述のように、2000 年代には国内でも大学、研究者グループなどによって PFOS・PFOA に対する汚染状況の

調査11が行われるようになり、各地で高濃度の PFOS・PFOA が確認されるようになる。環境省は、「要調査項目

等存在状況調査」において公共用水域等における PFOS・PFOA の調査を継続してきたが、2019 年の「化学物質

の審査及び製造等の規制に関する法律（以下、「化審法」）」の改正によって PFOA の製造・使用が原則禁止と

なったことを契機に、全国規模の実態調査12を実施している。表 2 は 2021 年度の「公共用水域等水質測定」

の結果を加えた最新の PFOS・PFOA の検出状況を示したもので、環境省による指針値13（PFOS と PFOA の合算

値：50ng/L）を上回る濃度を検出した地点は、全体の 9％（137 地点）であった。このうち、湧水を含めた地

下水等が指針値を上回る割合は 17％（73 地点）であり、公共用水域（表流水）の 6％（64 地点）に比べると

3 倍近い割合となっている。 

 

表 2 有機フッ素化合物全国存在状況把握調査結果一覧等による PFOS・PFOA 検出状況 12,14 

 

 

なお、検出地点のうち PFOS＋PFOA 合算値が 1,000ng/L（0.001mg/L）を上回る高濃度が検出された地点は、

表 3に示す 9地点であり、全体の 0.6％にあたる。 

  

                              
11 ジョン・ミッチェル, 小泉昭夫, 島袋夏子, 阿部小涼(訳). 永遠の化学物質 水の PFAS 汚染, 岩波ブックレット, 

2020 年,  80p, 36p-39p 
12 環境省. 令和元年度有機フッ素化合物全国存在状況把握調査結果について, 2020 年, 

https://www.env.go.jp/press/108091.html(アクセス日:2024-01-19) 
13 2020 年 5 月に PFOS、PFOA を要監視項目とし、その合算値 50ng/L を目標値（暫定）としている. 
14 環境省. 令和 2年度有機フッ素化合物全国存在状況把握調査結果について, 令和 3年度公共用水域及び地下水の PFOS

及び PFOA 調査結果一覧, 2021 年～2022 年, 

https://www.env.go.jp/press/109708.html,https://www.env.go.jp/content/000131025.pdf (アクセス日:2024-01-19) 

河川 湖沼 海域 地下水 湧水

2019年度*1 106 4 9 46 6 171

2020年度*1 78 7 53 5 143

2021年度*2 1,133

計 1,447

1,000ng/Lを上回る調査地点数 9

指針値(暫定)：50ng/L*3を上回

る調査地点数
137

指針値を超過する地点割合(%) 9%
1) 環境省：令和元年度、令和2年度有機フッ素化合物全国存在状況把握調査より引用

2) 環境省：令和3年度公共用水域等水質測定（常時監視）より引用

3) 2020年5月に人の健康の保護に関する要監視項目として指針値（暫定）が定められている。

816 317

1,020 427

64 73

1 8

全体

6% 17%

調査地点

年度 公共用水域 地下水等
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表 3 有機フッ素化合物全国存在状況把握調査等による PFOS・PFOA の高濃度検出地点 12,14 
（PFOS＋PFOA 合算値が 1,000ng/L 以上の地点） 

 

 

高濃度検出地点を都道府県別でみると沖縄県が 4 地点で最も多く、次いで大阪府の 3地点、神奈川県、大

分県の各 1地点となる。最高濃度は大阪府（大阪市）の 5,500ng/L であり、大阪府の 3地点では PFOA 濃度

が高く、沖縄県と神奈川県では PFOS 濃度が高いという特徴がある。また、沖縄県沖縄市のダクジャク川を

除くと、高濃度の PFOS・PFOA を検出した地点は地下水・湧水のため、表流水と比べて循環速度の遅い地下

水が汚染されることによる影響の長期化が懸念される。 

 

2.3.1. 大阪府における PFOA 汚染 

大阪府の PFOA 汚染については、2003 年の斎藤憲光氏らの調査15によって報告され、その後、新聞報道などを

経て 2007 年の府議会で取り上げられたことで広く知られるようになった。大阪府は同年 12 月に調査結果16を

公表している。（神崎川支流の）安威川で検出された PFOA は、安威川流域下水道中央水みらいセンターから

の放流水によるもので、フッ素樹脂メーカーから受け入れた PFOA を含む排水が、同センターの活性汚泥法に

よる水処理ではほとんど除去されず、最高濃度 1,400ng/L の PFOA を含んだまま放流されてしまったことがそ

の原因であったとしている。なお、フッ素樹脂メーカーは排水に含まれる PFOA の削減を行い、排水中の PFOA

を 2000 年の 2.7kg/ton から 2006 年には 0.49kg/ton まで 82％削減した。この結果、2015 年には同センター

から放流される処理水の PFOA 濃度は 62ng/L まで低減している17。しかし、同年大阪府が実施した調査では、

摂津市の井戸から 4,800ng/L の PFOA が検出され、2020 年度の環境省調査 14でも 1,856ng/L が検出されるな

ど、大阪府における PFOA 汚染は現在も深刻な状況にある。 

 

 

                              
15 Saito N. et al. Perfluorooctanoate and Perfluorooctane Sulfonate Concentrations in Surface Water in 

Japan. 2004 年, JOH. 46 
16 大阪府. 神崎川水域におけるパーフルオロオクタン酸（PFOA）等に係る水質調査結果について. 2007 年,大阪府環境

管理室 
17 大阪府. 平成 27 年度パーフルオロオクタン酸（PFOA）に係る水質調査結果（第 13 報）, 

https://www.pref.osaka.lg.jp/kankyohozen/shidou/pfoa.html (アクセス日:2024-01-19) 

PFOS

(ng/L)

PFOA

(ng/L)

PFOS＋

PFOA*1

(ng/L)

1 大阪府大阪市 地下水等 25 5,500 5,500

2 大阪府摂津市  地下水等 44 1,812 1,856

3 大分県大分市*2 地下水等 － － 1,800

4 大阪府大阪市 地下水等 14 1,700 1,700

5 沖縄県沖縄市 公共用水域 ダクジャク川 1,463 45 1,508

6 沖縄県宜野湾市 地下水等 チュンナガー 1,110 193 1,303

7 神奈川県綾瀬市 地下水等 1,300 48 1,300

8 沖縄県中頭郡 地下水等 シリーガー 1,122 66 1,188

9 沖縄県中頭郡 地下水等 1,100 57 1,100
1) 分析結果は有効桁数2桁で処理しているため、PFOS、PFOAの個別値と合計値は一致しない場合がある。

2) 大分県大分市はPFOS＋PFOA合算値のみ公表されている。

調査水源調査地点
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2.3.2. 沖縄県における PFOS 汚染 

沖縄県において PFOS＋PFOA 合算値が 1,000ng/L を上回った 4 地点のうち 3 地点は嘉手納基地の周辺に、残

り 1地点が普天間基地の周辺に位置している。1,000ng/L を上回る高濃度の PFOS が検出された原因について

は、米軍基地内で保管・使用された PFOS を含む泡消火剤が敷地外に流出したことが原因と推測されているが、

基地内への立ち入り調査が認められていないため詳細は確認されていない。 

なお、嘉手納基地周辺の 3 地点は北谷浄水場の水源域にあり、沖縄本島中部の主要な水道水源となってい

るため、地域住民の健康被害が懸念されている。図 2は嘉手納基地周辺に取水源を持つ北谷浄水場の PFOS＋

PFOA 合算値の経年変化を示している。北谷浄水場（原水）における PFOS＋PFOA 合算値は、2014 年度以降、

厚生労働省による暫定目標値（50ng/L）を下回る状況が続いているが、嘉手納基地からの排水が流入する比

謝川取水場、同支流のダクジャク川では 100ng/L を上回る PFOS＋PFOA 合算値が継続して検出されており、飲

用水の安全に対する懸念は解消されていない。 

 

 

図 2 北谷浄水場水源における PFOS+PFOA 濃度の経年変化18 

 

2.3.3. 国内での PFOS・PFOA 汚染の特徴 

図 3 は環境省による「有機フッ素化合物全国存在状況調査」、「公共用水域等水質測定」の調査結果に基づ

き、同省が定める指針値（暫定）50ng/L を上回った地点の PFOS と PFOA の濃度分布について、当社が集計・

図示したものである。高濃度汚染は PFOA の製造工場に関連する地域と、泡消火薬剤を保管・使用する施設（軍

事基地、空港施設等）に関連する地域に顕著な高まりがみられる。 

フッ素樹脂メーカーが汚染源と推測されている大阪府の 3 地点では、PFOS 濃度と PFOA 濃度の差異が 100

                              
18 沖縄県企業局. 有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）, PFOS＋PFOA 検出状況（平成 25 年度～令和 4年度）

https://www.eb.pref.okinawa.jp/sp/userfiles/files/page/opeb/309/5001/20230424_03.pdf  (アクセス日:2024-01-

19) 
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倍以上となるなど、他の地点とは状況が大きく異なっている。一方、沖縄県、神奈川県のように泡消火剤に

含まれる PFOS が原因と推測される汚染では、PFOS 濃度と PFOA 濃度の差異が 10 倍程度となっており、同じ

ような濃度の差異を示す地点群が認められる。他方、図中の実線で囲んだ地点群は、PFOS、PFOA 濃度が

1,000ng/L 以下で、PFOA 濃度が PFOS 濃度より高くなる傾向が認められる地点を示している。これらについ

て、公開された調査地点情報から周辺の施設等について確認を行ったが、有機フッ素化合物の製造工場や大

量に保管・使用する可能性がある施設は確認できなかった。 

周辺に製造工場や使用施設が確認されないにも関わらず、指針値（暫定）を上回る濃度が検出される理由

には、PFOS・PFOA を含む製品の廃棄、あるいは PFOS・PFOA を含む産業廃棄物の処分施設が関係していると考

えられる。1990 年代までの廃棄物処分場では、処分場から流出する水の管理に問題のあることが多く、周辺

水源を汚染する事故も多かった。処分場から流出する水に PFOS・PFOA が含まれていた場合、周辺の土壌、地

下水、あるいは河川水を汚染する可能性は高い。実線で示した地点群は、処分場あるいは下水処理場を原因

とするいわゆる「ノンポイント汚染源」19による汚染を示している可能性があり、今後、こうした汚染源に対

して、どのような調査・対策を実施して行くかが課題になると考えられる。 

 

   
図 3 PFOS と PFOA 濃度分布にみられる特徴 12,14,20 

                              
19 汚染物質の排出源が面的に散在するため特定困難な汚染源を指す 
20 環境省.令和元年度、令和 2年度有機フッ素化合物全国存在状況把握調査結果について、および令和３年度公共用水

域及び地下水の PFOS 及び PFOA 調査結果一覧（2020 年～2022 年）のデータを利用して作図 
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3. PFOS・PFOA に関する各種規制 

3.1. 製造・使用に関する規制 

3.1.1. PFOS 

2000 年代、国内における PFOS 類の製造・輸入量は年間 10 トン前後で推移21していた。しかし、2009 年の

「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約」（以下、「POPs 条約」）において、PFOS の製造・使用が

原則禁止となり、国内でも 2010 年には化審法によって第一種特定化学物質に指定され、製造・輸入等が原則

禁止となっている。なお、化審法による規制後も例外用途として若干量が使用されていたが、経済産業省よ

り 2015 年度までにすべての PFOS の使用が終了したことが報告されている。 

3.1.2. PFOA 

国内では、PFOA 類を主にフッ素ポリマー加工の助剤、界面活性剤として利用しており、半導体製造の中間

原料としても使用されていた。2011 年度には 739 トンの製造・輸入22が確認されているが、2012 年度以降は

減少しており、2019 年の POPs 条約、2021 年の化審法による規制以降は若干の例外用途を除くと製造・輸入

は行われていない。 

 

3.2. 飲用水等に関する規制 

PFOS・PFOA による人の健康被害への懸念が高まるようになり、WHO、欧米諸国では飲用水の目標値等が制定

されている。表 4は諸外国の飲用水に関する PFOS・PFOA の目標値等を示したもので、暴露リスクに基づく暫

定ガイドラインとして制定されたものから、分析能力に基づき目標値等を設定するものまで、さまざまな根

拠に基づいて定められている。また、目標値は米国の 4ng/L（対象は PFOS、PFOA）からオーストラリア・ニ

ュージーランドの 560ng/L（PFOA のみ）までと 100 倍以上の差異がある。なお、日本のように PFOS＋PFOA の

合算値を目標値とする例は他国では見られない。 

日本での PFOS・PFOA の規制は、表 4に示したように欧米各国による飲用水の水質規制とほぼ同時期に始ま

っている。厚生労働省は 2020 年 4 月に水質基準項目の水質管理目標設定項目として PFOS・PFOA を指定し、

目標値（PFOS と PFOA の合算値）50ng/L（0.00005mg/L）を設定した。環境省では 2020 年 5 月に PFOS・PFOA

を水質基準の要監視項目とし、指針値（暫定）を 50ng/L と設定している。 

  

                              
21 環境省. PFOS・PFOA の国内の製造状況等（資料 3-3）, PFAS に対する総合戦略検討専門家会議（第 2回）, 2023 年 3

月, https://www.env.go.jp/content/000123229.pdf (アクセス日:2024-01-19) 
22 経済産業省. 第一種特定化学物質に指定することが適当とされたジコホル、ペルフルオロオクタン酸(PFOA）とその

塩及び PFOA 関連物質の個別の適用除外の取扱い及びこれらの物質群が使用されている製品で輸入を禁止するものの指定

等について（案）（資料 1-1）, 2021 年,  

https://www.meti.go.jp/shingikai/kagakubusshitsu/anzen_taisaku/pdf/r03_01_01.pdf (アクセス日:2024-01-19) 
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表 4 諸外国における飲料水に係る PFOS 及び PFOA の目標値等23 

 

 

4. PFOS・PFOA による土壌・地下水汚染への対応 

4.1. 環境省による取り組み 

環境省は PFOS・PFOA を含めたPFAS
ピーファス

（ぺルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総

称）に関する総合的な対策を検討するため、PFAS を対象とした総合戦略検討専門家会議（以下、「専門家会

議」）を 2023 年 1 月 30 日に発足した。専門家会議は、同年７月 25 日までに 4回開催されており、PFAS によ

る環境と人の健康に対する影響、および排出源と管理方法に関する最新情報の共有と精査を行い、PFAS に関

する総合的な対策方針について提言を行っている。 

専門家会議の議事録24によると、①PFAS に関する国民の正しい理解を深めるための「Q&A 集」の作成と自治

体によるリスクコミュニケーション活動の充実・支援。②PFAS の使用・排出の現状把握と削減の推進。③PFAS

による環境と人の健康への影響の評価と監視強化。④PFAS の除去技術の開発と普及の促進。⑤国内外の情報

収集と情報共有の促進、といった方針が示されている。 

「PFOS、PFOA に関する Q&A 集」は、令和 2 年（2020 年）6月 2日の環境省告示「PFOS 及び PFOA に関す

                              
23 環境省. PFAS に対する総合戦略検討専門家会議（第 3回）, PFOS、PFOA に係る国際動向（参考資料 6）, 

https://www.env.go.jp/content/000140368.pdf (アクセス日:2024-01-19)（一部抜粋） 
24 環境省. PFAS に対する総合戦略検討専門家会議（第４回）議事録, 2023 年, 

https://www.env.go.jp/content/000155343.pdf (アクセス日:2024-01-19) 

PFOS PFOA

目標値等 目標値等

世界保健機関(WHO) 2022年 100ng/L 100ng/L

LC-MS/MS法
（ISO21675）
USEPA
method533/537.1

現時点でのPFOS及びPFOAの存在状況、
利用可能な分析方法、処理の達成可能
性に対する世界的なデータを考慮の
上、ヒトへのばく露とリスク低減化を
目的として、暫定ガイドライン値とし
てPFOSについて100ng/L、PFOAについて
100ng/Lが提案されている。

米国(USEPA) 2023年 4ng/L 4ng/L

LC-MS/MS法
USEPA
method533/537.1

※2023年３月に第一種飲料水規制案と
してPFOSについて４ng/L、PFOAについ
て４ng/Lが提案された。
現時点での分析能力(実用定量レベル4
ng/L)を考慮し、また有効な複数の処理
技術が存在することも確認の上で設定
されている。

英国 2021年 100ng/L 100ng/L

LC-MS/MS法
C4～C13 PFCA/PFSA
を対象としたLC/MS
法

※飲料水ガイダンスにおいて、モニタ
リングレベルとされ、超過した場合は
当該濃度未満になるよう対策するとさ
れている。

カナダ(Health
Canada)

2018年 600ng/L 200ng/L

LC-MS/MS法
USEPA
method533/537.1

2023年２月、USEPA method 533/537.1
で測定可能な物質を対象とした総PFAS
について30ng/Lが提案されている。
200ng/Lよりも一桁低い値である。

オーストラリア・

ニュージーランド

食品基準機構

(FSANZ)

2017年 － 560ng/L

LC-MS/MS法
USEPA method537

ドイツ 2017年 100ng/L 100ng/L
LC-MS/MS法
DIN 38407-42
(F42)

欧州飲料水指令の国内法適用までの暫
定的な指針値としている。

日本 2020年 LC-MS/MS法
要監視項目として目標値（暫定）を設
定

制定年

50ng/L
(PFOSとPFOA の合算）

国名等 測定方法 備考
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る対応の手引き」に従った行政対応を補足するものとして作成され、前文には“河川・地下水等の水環境で 

PFOS、PFOA の暫定目標値（50 ng/L）を超過する事例が確認されており、PFAS のうち特に関心が高い PFOS、

PFOA については、住民の不安に寄り添い透明性を確保しながら適切な情報発信を行っていく必要がある”と

あり、「人の健康への影響」、「環境中の存在状況」について現時点での知見、状況をわかりやすく解説すると

ともに、国（環境省）の対応方針について説明されている。 

 

 

図 4 PFAS に関する今後の対応の方向性（概要）25 

 

第 4 回の専門家会議では図 4 に示す「PFAS に関する今後の対応の方向性」が示され、「PFOS・PFOA への対

応」、「PFOS、PFOA 以外の PFAS への対応」、「PFAS に関する更なる科学的知見等の充実」が掲げられている。

なお、「PFAS に関する更なる科学的知見等の充実」では具体的な記述はないが、議事録では「土壌・地下水の

調査・試験技術」、「除去技術の開発と普及」を推進すべき研究としている。 

4.2. 調査・試験技術 

PFOS・PFOA に対する土壌・地下水の調査・試験方法については、多くの研究が行われてきた。一般社団法

人土壌環境センターでは「PFOS 等およびその前駆体を対象にした土壌・地下水汚染に係る調査・対策方法検

討部会」（PFOS 部会）において、調査や対策手法に関する情報収集と検討を行っており、技術的な提案26も実

施している。 なお、水質に関する調査・試験方法については、令和 2 年（2020 年）5 月の要監視項目への

PFOS・PFOA の指定の際に環境省より提示されており、諸外国と同様、液体クロマトグラフ質量分析計（LC-

MS/MS）による試験方法が採用されている。 

一方、土壌に関する調査・試験方法についてはこれまで提示されていなかったが、PFOS・PFOA 汚染に対す

る懸念解消のため、「土壌中の PFOS、PFOA 及び PFHxS（ペルフルオロヘキサンスルホン酸）27に係る暫定測

定方法（溶出量試験）」が公表され、第 3回専門家会議にて「土壌における PFOS・PFOA・PFHxS の測定方法に

                              
25 環境省. PFAS に対する総合戦略検討専門家会議（第 4回）、PFAS に関する今後の対応の方向性（概要）（参考資料

1）, https://www.env.go.jp/content/000149092.pdf (アクセス日:2024-01-19) 
26 藤﨑幸市郎 et al. PFOS 等およびその前駆体を対象にした物性比較と土壌・地下水中の挙動に関する特性の評価につ

いて, 第 28 回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研究集会講演集, 2023 年, S4-17 
27 有機フッ素化合物の一種.PFOA などの代替物質として衣類等のコーティング剤として利用される 



損保ジャパン RM レポート ｜ Issue 251 ｜ 2024 年 1 月 30 日 

Copyright © 2024 Sompo Risk Management Inc. All rights reserved. ｜ 11 

ついて」として、概要とその趣旨について説明されている。 

PFOS・PFAS に対する土壌汚染の調査・試験方法では、ダイオキシン類の調査・分析でも問題となった精度

確保と費用との問題がある。2章で示した「ノンポイント汚染源」に対する調査・対策を進めるためにも、両

者のトレードオフを改善する必要がある。PFOS・PFOA を中心とした有機フッ素化合物による汚染問題を早期

に調査・対策を行うためにも、調査・試験技術の更なる改善が望まれる。 

4.3. 浄化技術 

PFOS・PFOA を中心とした有機フッ素化合物に対する浄化は、飲用水を対象とした「除去技術」と、泡消火

剤等に含まれる PFOS・PFOA の「分解技術」を中心に研究・開発が行われている。しかし、「除去技術」の普

及では活性炭吸着による水処理効果と処理費用が問題となっており、「分解技術」では廃棄物の保管から焼却

処分による排ガス、残さ中に残留する有害物質の処理と処理費用が問題とされている。米国ではバイオレメ

ディエーション技術28による PFAS（PFOS・PFOA）の浄化方法の研究が行われており、焼却処理が不適となる比

較的低濃度の土壌汚染を対象とした浄化に適用可能な浄化技術として、今後普及することが期待される。 

5. おわりに 

科学技術の発展は人類の生存環境を広げ、社会や生活を豊かにしてきたが、反面、鉱山開発による鉱毒事

件をはじめ、化学製品の普及による大気、水、土壌の汚染などを招いている。PFOS・PFOA など有機フッ素化

合物による土壌・地下水の汚染は、使用する製品の普及によって全世界に広まっており、あらゆる場所で土

地や水を汚染し、人の健康にも被害を及ぼすおそれがある。 

2 章でも述べたように、PFOS・PFOA 汚染の課題の解決には、あらゆる場所に潜在しているであろう「ノン

ポイント汚染源」を対象とした調査の推進、それらを合理的に進めるための経済性を重視した調査技術と浄

化技術の開発と普及が求められる。また、PFOS・PFOA に関する化学的、医学的、環境工学的な知見の蓄積と

治癒・修復技術の整備向上が求められ、環境保全と経済性を両立するための問題解決能力が重視されるよう

になり、専門的なコンサルティングの需要も高まると考えられる。 

最後に、本レポートが PFOS・PFOA など有機フッ素化合物による汚染問題の現状把握と改善のための課題提

示として資することができれば幸いである。 

  

                              
28 Texas A&M AgriLife. develops new bioremediation material to clean up ‘forever chemicals’, テキサス A&M

大学, https://agrilifetoday.tamu.edu/2022/07/28/pfas-bioremediation-material-developed-by-texas-am-

agrilife/ (アクセス日:2024-01-19) 
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